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沿　革　概　要

昭和14年４月１日　本校設置、開校認可

　　　　５月１日　�神戸市立盲学校設立、神戸市林田区御崎町２－９の元神戸市立御崎小学校校舎を使用

して授業開始

　　　　５月20日　開校記念式挙行

昭和20年１月29日　神戸市垂水区の兵庫県立盲学校（現視覚特別支援学校）へ戦時疎開

　　　　３月17日　戦災のため御崎町の校舎を全焼

昭和22年１月31日　神戸市真野小学校校舎の一部を借用して移転

昭和23年４月１日　新学制実施され、小学部･中学部･高等部設置

昭和25年４月17日　通学専用バスの運行開始

昭和26年３月31日　あんま師養成学校として認定

昭和28年７月15日　現市立神港橘高校の一部へ移転

昭和29年３月16日　あんま師･はり師･きゅう師養成学校として認定

昭和35年７月４日　通学専用バス２台運行開始

昭和36年４月30日　市教委から実験学校として指定

昭和41年４月１日　文部省から中学部教育課程研究校に指定（２年継続）

昭和43年11月21日　放送教育研究会、全国大会会場校

昭和44年９月１日　兵庫区大開通４丁目１の大開校舎へ移転

　　　　11月30日　創立30周年記念行事実施

昭和45年４月１日　幼稚部設置

昭和46年４月１日　高等部理療科専攻科２部ならびに小学部重複障害児学級設置

昭和47年４月１日　高等部普通科設置

昭和49年４月１日　幼稚部に１学級増加。交流教育開始

昭和51年４月１日　中学部重複障害児学級設置

昭和53年５月11日　盲児のつくった母子像、宮崎市長に贈呈

昭和54年５月１日　創立40周年記念行事実施、御崎幼に「神戸市立盲学校発祥の地」の碑建立

昭和55年１月30日　天津市盲学校より寄贈品到着

昭和56年５月８日　ハルピン市教育視察団来校

昭和61年10月14日　ハーバーランドに新校舎建設着工

昭和63年３月１日　新校舎完工

　　　　３月18日　新校舎に移転

　　　　５月13日　新校舎竣工式典

平成元年９月15日　フェスピック大会開会式に参加

　　　　11月３日　創立50周年記念行事実施

平成４年５月13日　ハルピン市教育使節団来校

平成６年３月31日　エレベーター設置工事完了

平成７年１月17日　阪神淡路大震災発生　避難所となる

　　　　４月１日　高等部専攻科保健理療科設置

　　　　８月１日　阪神淡路大震災避難所解消

平成10年４月24日　清子内親王様学校御視察

平成11年11月７日　創立60周年記念行事実施

平成21年４月24日　プール改修工事完了

　　　　11月３日　創立70周年記念行事実施

　　　　12月22日　日中サッカー交流　中国ブラインドサッカーナショナルチーム来校

平成28年11月18日　パイロットスクール授業研究・講演会

平成29年10月20日　空調設備全面改修

平成30年９月８日　アジアパラ競技会　女子柔道　出場
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教　育　目　標
　○使　　命：視覚障害教育を通して、自立し、貢献する人材を育成する。

　○�教育目標：�一人一人の個性と適性に応じて、個人の尊厳を重んじる精神を涵養する。
　　　　　　　�幼児児童生徒が、幼稚園、小学校、中学校または高等学校に準ずる教育を受け、社会で豊かに生

き抜くために必要な知識・態度・技能を習得する。
　○めざす学校像
　　(1)一人一人の障害の状態や特性を把握しそれぞれのニーズに合った教育をすすめる。
　　(2)さまざまな体験や経験を通して、生きた知識、技能を身につける。
　　(3)自立活動を積極的に行い、安全で健やかな生活の維持に努める。
　　(4)向上心と意欲を育て、互いの立場や心情を認め合える心豊かな人間性の育成を図る。
　　(5)一人一人の持てる力を伸ばし、学力、生活力と職業能力を養う。
　　(6)�保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校の幼児児童生徒と交流の機会を多く持ち、幅広い社会性と

自立性を養う。
　　(7)�神戸市における視覚障害教育のセンター的機能をになう。通級指導と教育相談を行うとともに、学校園

への支援に努める。地域医療、福祉との連携を図る。
　○めざす幼児・児童・生徒像
　　自らの特性に応じて、生き方を考え、自立した、社会に貢献していく人間
　○めざす教職員像
　　�幼児児童生徒への深い愛情と責任感、及び、視覚障害教育への情熱をもち、絶えず専門性を磨き、実践的な

指導力を発揮する教職員

教　育　計　画

設 置 課 程

部 課程と修業年限 学　習　内　容 卒業後の資格

幼稚部 1～3ヵ年 幼稚園に準ずる教育と、視覚障害教育の自立活動 幼稚園修了に同じ
小学部 ６ヵ年 小学校に準ずる教育と、視覚障害教育の自立活動 小学校卒業に同じ
中学部 ３ヵ年 中学校に準ずる教育と、視覚障害教育の自立活動 中学校卒業に同じ

高　

等　

部

本　

科

普通科３ヵ年 高等学校に準ずる教育と、視覚障害の自立活動 高等学校卒業に同じ

保健理療科３ヵ年
入学資格・中卒以上

高等学校に準ずる教育と、あん摩マッサージ
指圧師になるために必要な専門教科、視覚障
害の自立活動

高等学校卒業に同じ
あん摩マッサージ指圧師試験の受験資格

専　

攻　

科

保健理療科３ヵ年
入学資格・高卒以上

あん摩マッサージ指圧師になるために必要な
専門教科

高等学校専攻科（３年制）卒業に同じ
あん摩マッサージ指圧師試験の受験資格

理療科３ヵ年
入学資格・高卒以上

あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師
になるために必要な専門教科

高等学校専攻科（３年制）卒業に同じ
あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう
師試験の受験資格

教　育　課　程

幼　稚　部
� 年　齢
領　域 ３ ４ ５

健康・人間関係・環境・言葉・表現 394 398 394
自 立 活 動 394 398 394
年 間 総 授 業 時 数 計 788 796 788
週 当 た り 授 業 時 数 　20 　20 　20

教育課程編成上の留意点
１．自立活動については，主に日常生活の基本動作や生活のリズム等に関する内容や手指に関することなどを扱う。

２．交流教育については、近隣こども園及び県立視覚特別支援学校などを主に幼児の実態に合わせて実施する。
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備考（週時程表での名称等）

１.�１年生は、月２回、金曜日の５・６校時

に授業を行う。�

　��ただし、重複障害児学級Ⅰの１年生は給食時

間中の自立活動を、５日間で１コマとしてカウ

ントする。

２．�４年生以上は、月２回、水曜日の５・６校時

に授業を行う。

３．�交流教育については、湊小学校及び居住地

校を主に児童の実態に合わせて実施する。

小　学　部

� 学　年
区　分

単一障害学級
１ ２ ３ ４ ５ ６

各　
　

教　
　

科

国 語 ２７２ ２８０ ２４５ ２４５ １７５ １７５

社 会 ７０ ９０ １００ １０５

算 数 １３６ １７５ １７５ １７５ １７５ １７５

理 科 ９０ １０５ １０５ １０５

生 活 １０２ １０５

音 楽 ６８ ７０ ６０ ６０ ５０ ５０

図 画 工 作 ６８ ７０ ６０ ６０ ５０ ５０

家 庭 ６０ ５５

体 育 １０２ １０５ １０５ １０５ ９０ ９０

外 国 語 ７０ ７０

道 徳 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

外 国 語 活 動 ３５ ３５

自 立 活 動 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

特 別 活 動 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

総合的な学習の時間 ３５ ３５ ３５ ３５

年間総授業時数 ８５０ ９１０ ９８０ １０１５ １０１５ １０１５

学校行事等の時数 １２５ １２５ １２５ １４５ １４５ １４５

週当たりの授業時数 ２５ ２６ ２８ ２９ ２９ ２９

� 学　年
区　分

重複障害学級Ⅰ
１ ２ ３ ４ ５ ６

各　
　

教　
　

科

生 活 ０（１０２） ０（１０５） ０（１０５） ０（１０５） ０（１０５） ０（１０５）

国 語 ０（１０２） ０（１０５） ０（１０５） ０（１０５） ０（１０５） ０（１０５）

算 数 ０（３４） ０（３５） ０（７０） ０（７０） ０（７０） ０（７０）

音 楽 ０（６８） ０（７０） ０（７０） ０（７０） ０（７０） ０（７０）

図 画 工 作 ０（６８） ０（７０） ０（７０） ０（７０） ０（７０） ０（７０）

体 育 ０（６８） ０（７０） ０（７０） ０（７０） ０（７０） ０（７０）

道 徳 ０（３４） ０（３５） ０（３５） ０（３５） ０（３５） ０（３５）

外 国 語 活 動 ０ ０

自 立 活 動 ３４０ ３５０（３５） ３５０（７０） ３５０（１０５） ３５０（１０５） ３５０（１０５）

合わせた
指 導

遊びの指導 １３６ １４０ １４０ １４０ １４０ １４０

日常生活の指導 ２３８ ２８０ ３１５ ３３３ ３３３ ３３３

生活単元学習 １０２（４７６） １０５（５２５） １４０（５９５） １５７（６３０） １５７（６３０） １５７（６３０）

特 別 活 動 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

年 間 総 授 業 時 数 ８５０ ９１０ ９８０ １０１５ １０１５ １０１５

学校行事等の時数 １２５ １２５ １２５ １４５ １４５ １４５

週当たりの授業時数 ２５ ２６ ２８ ２９ ２９ ２９

� 学　年
区　分

重複障害学級Ⅱ
１ ２ ３ ４ ５ ６

各　
　

教　
　

科

生 活 ０（１０２） ０（１０５） ０（８５） ０（８５） ０（１０５） ０（１０５）

国 語 １０２（６８） １０５（７０） １０５（５５） １０５（５５） １０５（７０） １０５（７０）

算 数 ６８（３４） １０５（３５） １０５（３５） １０５（３５） １０５（５５） １０５（５５）

音 楽 ６８ ７０ ７０ ７０ ７０ ７０

図 画 工 作 ６８ ７０ ７０ ７０ ７０ ７０

体 育 １０２ １０５ １０５ １０５ ７０（２０） ７０（２０）

道 徳 ０（３４） ０（３５） ０（３５） ０（３５） ０（３５） ０（３５）

外 国 語 活 動 ０ ０ ３５ ３５

自 立 活 動 １７０ １７５ ２１０（７０） ２４５（７０） １７５（６５） １７５（６５）

合わせた
指 導

日常生活の指導 １７０ １７５ １７５ １７５ １７５ １７５

生活単元学習 ６８（２３８） ７０（２４５） １０５（２８０） １０５（２８０） １７５（３５０） １７５（３５０）

特 別 活 動 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

年間総授業時数 ８５０ ９１０ ９８０ １０１５ １０１５ １０１５

学校行事等の時数 １２５ １２５ １２５ １４５ １４５ １４５

週当たりの授業時数 ２５ ２６ ２８ ２９ ２９ ２９

（　　）内は、合わせた指導の時間数
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中　学　部

単一障害学級
� 学　年
区　分 １ ２ ３

各　
　

教　
　

科

必　

修　

科　

目

国 語 １４０ １４０ １０５
社 会 １０５ １０５ １４０
数 学 １４０ １０５ １４０
理 科 １０５ １４０ １４０
音 楽 ４５ ３５ ３５
美 術 ４５ ３５ ３５
保健体育 １０５ １０５ １０５
技 術
家 庭 ７０ ７０ ３５

外 国 語 １４０ １４０ １４０

選択
教科

道 徳 ３５ ３５ ３５
特 別 活 動 ３５ ３５ ３５
自 立 活 動 ３５ ３５ ３５
総 合 的 な
学 習 の 時 間 ５０ ７０ ７０

年 間
総 授 業 時 数 計 １０５０ １０５０ １０５０

学校行事等の時数 １２６ １３２ １２０
週当たり授業時数 ３０ ３０ ３０

重複障害学級Ⅰ
� 学　年
区　分 １ ２ ３

各　
　

教　
　

科

必　

修　

科　

目

国 語 ０（５０） ０（５０） ０（５０）
社 会 ０（３０） ０（３０） ０（３０）
数 学 ０（５０） ０（５０） ０（５０）
理 科 ０（３０） ０（３０） ０（３０）
音 楽 ３５（３５） ３５（３５） ３５（３５）
美 術 ３５（３０） ３５（３０） ３５（３０）
保 健 体 育 １０５ １０５ １０５
職 業・家 庭 ０（５０） ０（５０） ０（５０）
外 国 語 ０（５） ０（５） ０（５）

選択
教科

道 徳 ０（３５） ０（３５） ０（３５）
特 別 活 動 ３５ ３５ ３５
自 立 活 動 ３８５(１０５) ３８５(１０５) ３８５(１０５)
合
わ
せ
た
指
導

遊 び の 指 導
日 常 生 活 の 指 導 ２８０ ２８０ ２８０
生 活 単 元 学 習 ７０ ７０ ７０
作 業 学 習 ７０ ７０ ７０

総合的な学習の時間 ３５ ３５ ３５
年間総授業時数計 １０５０ １０５０ １０５０
学校行事等の時数 １２６ １３２ １２０
週当たり授業時数 ３０ ３０ ３０

重複障害学級Ⅱ
� 学　年
区　分 １ ２ ３

各　
　

教　
　

科

必　

修　

教　

科

国 語 ７０（３５） ７０（３５） ７０（３５）
社 会 ２０（２５） ２０（２５） ２０（２５）
数 学 ７０（３５） ７０（３５） ７０（３５）
理 科 １５（２５） １５（２５） １５（２５）
音 楽 ３５（２５） ３５（２５） ３５（２５）
美 術 ３５（２５） ３５（２５） ３５（２５）
保健体育 １０５ １０５ １０５
職業・家庭 ３５（４０） ３５（４０） ３５（４０）
外 国 語 ３５（５） ３５（５） ３５（５）

選択
教科

道 徳 ０（２５） ０（２５） ０（２５）
特 別 活 動 ３５ ３５ ３５
自 立 活 動 ２８０（４０） ２８０（４０） ２８０（４０）
合
わ
せ
た
指
導

遊 び の 指 導
日 常 生 活 の 指 導 １７５ １７５ １７５
生 活 単 元 学 習 ３５ ３５ ３５
作 業 学 習 ７０ ７０ ７０

総合的な学習の時間 ３５ ３５ ３５
年間総授業時数計 １０５０ １０５０ １０５０
学校行事等の時数 １２６ １３２ １２０
週当たり授業時数 ３０ ３０ ３０

重複障害学級Ⅲ
� 学　年
区　分 １ ２ ３

各　
　

教　
　

科

必　

修　

教　

科

国 語 １０５（３５） １０５（３５） １０５（３５）
社 会 ３５（３５） ３５（３５） ３５（３５）
数 学 １０５（３５） １０５（３５） １０５（３５）
理 科 ３５（３５） ３５（３５） ３５（３５）
音 楽 ３５（２５） ３５（２５） ３５（２５）
美 術 ３５（２５） ３５（２５） ３５（２５）
保健体育 １０５ １０５ １０５
職業・家庭 ３５（３５） ３５（３５） ３５（３５）
外 国 語 ３５（５） ３５（５） ３５（５）

選択
教科

道 徳 ０（３５） ０（３５） ０（３５）
特 別 活 動 ３５ ３５ ３５
自 立 活 動 １７５（１５） １７５（１５） １７５（１５）
合
わ
せ
た
指
導

遊 び の 指 導
日常生活の指導 １７５ １７５ １７５
生 活 単 元 学 習 ３５ ３５ ３５
作 業 学 習 ７０ ７０ ７０

総合的な学習の時間 ３５ ３５ ３５
年間総授業時数計 １０５０ １０５０ １０５０
学校行事等の時数 １２６ １３２ １２０
週当たり授業時数 ３０ ３０ ３０

（　　）内は、合わせた指導の時間数
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単一障害学級 重複障害学級Ⅱ（知的障害）

重複障害学級Ⅰ（知的障害）
� 学　年
区　分 １ ２ ３ 備考

（週時程表での名称など）

各　
　

教　
　

科

必 

修 

教 

科

国 語 ０（１５） ０（１５） ０（１５）
社 会 ０（１０） ０（１０） ０（１０）
数 学 ０（１５） ０（１５） ０（１５）
理 科 ０（１０） ０（１０） ０（１０）
音 楽 ３５（１５） ３５（１５） ３５（１５）
美 術 ３５（１５） ３５（１５） ３５（１５）
保健体育 １０５ １０５ １０５ 体育
職 業 ０（６０） ０（６０） ０（６０）
家 庭 ０（１０） ０（１０） ０（１０）
外 国 語 ０（５） ０（５） ０（５）

選択
教科

道 徳 ０（３５） ０（３５） ０（３５）
特 別 活 動 ３５ ３５ ３５ HR
自 立 活 動 ３８５ ３８５ ３８５

合
わ
せ
た
指
導

日常生活の指導 ３１５ ３１５ ３１５ 生活
生 活 単 元 学 習 ３５ ３５ ３５
作 業 学 習 ７０ ７０ ７０

総合的な探究の時間 ３５ ３５ ３５
年間総授業時数計 １０５０ １０５０ １０５０
学校行事等の時数 １２６ １２６ １２６
週当たり授業時数 ３０ ３０ ３０

重複障害学級Ⅲ
� 学　年
区　分 １ ２ ３ 備考

（週時程表での名称など）

各　
　

教　
　

科

必 

修 

教 

科

国 語 １０５ １０５ ７０
社 会 ７０ ７０ ７０
数 学 ７０ ７０ ７０
理 科 ７０ ７０ ７０
音 楽 ７０ ３５ ３５
美 術 ３５ ３５ ３５
体 育 １０５ １０５ １０５
保 健 ３５ ３５ ０
職 業 １０５ １４０ １４０
家 庭 ７０ ７０ ０

選択
教科

外 国 語 ３５ ３５ ３５
情 報 ３５ ３５ ３５

選 択 科 目 ７０ ７０ ２１０
特 別 活 動 ３５ ３５ ３５
自 立 活 動 ７０ ７０ ７０

総合的な探究の時間 ３５ ３５ ３５
年間総授業時数計 １０５０ １０５０ １０５０
学校行事等の時数 １２６ １２６ １２６
週当たり授業時数 ３０ ３０ ３０

� 学　年
区　分 １ ２ ３ 備考

（週時程表での名称など）

各　
　

教　
　

科

必 

修 

教 

科

国 語 ７０（３０） ７０（３０） ７０（３０）
社 会 ３５（２５） ３５（２５） ３５（２５）
数 学 ３５（３０） ３５（３０） ３５（３０）
理 科 ３５（２５） ３５（２５） ３５（２５）
音 楽 ３５（５） ３５（５） ３５（５）
美 術 ３５（２０） ３５（２０） ３５（２０）
保健体育 １０５ １０５ １０５
職 業 ３５（７０） ３５（７０） ３５（７０）
家 庭 ３５ ３５ ３５
外 国 語 ３５（１０） ３５（１０） ３５（１０）

選択
教科

道 徳 ０（３０） ０（３０） ０（３０） HR
特 別 活 動 ３５ ３５ ３５
自 立 活 動 １７５（１０５） １７５（１０５） １７５（１０５）

合
わ
せ
た
指
導

日常生活の指導 １７５ １７５ １７５ 生活
生 活 単 元 学 習 ７０ ７０ ７０
作 業 学 習 １０５ １０５ １０５

総合的な探究の時間 ３５ ３５ ３５
年間総授業時数計 １０５０ １０５０ １０５０
学校行事等の時数 １２６ １２６ １２６
週当たり授業時数 ３０ ３０ ３０

高　等　部　本科　普通科

教科等 科目 標準 １年 ２年 ３年 計 合計 備考

国 語
国 語 総 合 ４ ４ ４ １２

HP
(１５０h）

国 語 表 現 ３ ４ ４
現 代 文 B ４ ４ ４

地 歴 世 界 史 Ａ ２ ３ ３ ６
日 本 史 Ａ ２ ３ ３

公 民 現 代 社 会 ２ ３ ３ ３

数 学 数 学 Ⅰ ３ ３ ２ ５ ９
数 学 Ａ ２ １ ３ ４

理 科
科 学 と 人 間 生 活 ２ ３ ３ ９
化 学 基 礎 ２ ３ ３
生 物 基 礎 ２ ３ ３

保健体育 体 育 ８ ３ ３ ３ ９ １１
保 健 ２ １ １ ２

芸 術 音 楽 Ⅰ ２ ２ ２ ４
音 楽 Ⅱ ２ １ １ ２

外国語
コミュニケーション英語Ⅰ ３ ４ ４ １２
コミュニケーション英語Ⅱ ２ ４ ４
英 語 表 現 Ⅰ ２ ４ ４

家 庭 家 庭 総 合 ４ ２ ２ ４ ４
情 報 社 会 と 情 報 ２ １ １ １ ３ ３
選 択 科 目 １ ２ ５ ８ ８
特 別 活 動 １ １ １ ３ ３
自 立 活 動 １ １ １ ３ ３
総合的な学習の時間 １ ３ ３
総合的な探究の時間 １ １
合 計 ３０ ３０ ３０ ９０ ９０

（　　）内は、合わせた指導の時間数



6

高　等　部　本科　保健理療科

備考

・生物基礎 1 単位については、人体の構造と機能 1 単位で代替

・保健 2 単位については、医療と社会 2 単位で代替

・体育 1 単位については、保健理療基礎実習 1 単位で代替

・家庭基礎 1 単位については、疾病の成り立ちと予防 1 単位で代替

・社会と情報 1 単位については、保健理療情報活用 1 単位で代替

・総合的探究の時間は、課題研究 3 単位で代替

令和２年度以降入学者

教　　育　　課　　程

教　育　内　容教　
　

科

科　
　

目

単位数（学習指導要領）
第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

計

基　
　

礎　
　

分　
　

野

国 語 国 語 総 合  １  １  ０  ２

科学的思考の基盤
人間と生活

地 理
歴 史

世 界 史 A  ０  ０  ２  ２
日 本 史 A  ０  ２  ０  ２

公 民 現 代 社 会  ２  ０  ０  ２
数 学 数 学 Ⅰ  ０  ２  ０  ２

理 科
科 学 と 人 間 生 活  ０  ０  ２  ２
生 物 基 礎  １  ０  ０  １

保 健
体 育

保 健  ０  ０  ０  ０
体 育  ２  ２  ２  ６

芸 術 音 楽 Ⅰ  １  １  ０  ２
外国語 ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅰ  １  １  ０  ２
家 庭 家 庭 基 礎  ０  ０  １  １
情 報 社 会 と 情 報  ０  １  ０  １
小 計  ８ １０  ７ ２５

専
門
基
礎
分
野

保
健
理
療

医 療 と 社 会  １  ０  １  ２ 保健医療福祉とあん摩マッサージ指圧、はり
及びきゅうの理念

人体の構造と機能 １２  ０  １ １３ 人体の構造と機能
疾病の成り立ちと予防  ０  ５  ０

１２ 疾病の成り立ち、予防及び回復の促進
生 活 と 疾 病  ０  ３  ４

小 計 １３  ８  ６ ２７

専　

門　

科　

目

保
健
理
療

基 礎 保 健 理 療  ０  ３  ２  ５ 基礎あん摩マッサージ指圧学
臨 床 保 健 理 療  ０  ３  ５  ８ 臨床あん摩マッサージ指圧学
地域保健理療と保健理療経営  ０  ０  １  １ 社会あん摩マッサージ指圧学
保健理療基礎実習  ６  ４  ０

１６ 実習
臨床実習保健理療臨床実習  ０  ０  ６

小 計  ６ １０ １４ ３０
生 活 と 疾 病  ０  ０  １  ５

総合領域保健理療情報活用  １  ０  ０
課 題 研 究  １  １  １

小 計  ２  １  ２  ５
総 合 的 な 探 求 の 時 間  ０  ０  ０  ０
特 別 活 動（ ホ ー ム ル ー ム ）  １  １  １  ３
自 立 活 動  １  １  １  ３

合　　　計 ３１ ３１ ３１ ９３
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高　等　部　専攻科　保健理療科

教　　育　　課　　程

教　育　内　容
科　
　
　

目

単位数（大学設置基準）
第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

計

基
礎
分
野

保 健 体 育  １  １  ０  ２

科学的思考の基盤
人間と生活

情 報  ２  ０  ０  ２

公 民  ０  ２  ２  ４

外 国 語  ０  ０  ２  ２

国 語  ２  ２  ０  ４

小 計  ５  ５  ４ １４

専
門
基
礎
分
野

医 療 と 社 会  ２  ０  ２  ４ 保健医療福祉とあん摩マッサージ指圧、はり及びきゅうの理念

人 体 の 構 造と 機 能 ３５  ２  ０ ３７ 人体の構造と機能

疾病の成り立ちと予防  ０ １４  ０ ４３
疾病の成り立ち、予防及び回復の促進

生 活 と 疾 病  ０ １８ １１

小 計 ３７ ３４ １３ ８４

専　

門　

科　

目

基 礎 保 健 理 療  ９ ０  ４ １３ 基礎あん摩マッサージ指圧学

臨 床 保 健 理 療  ０ １１ １８ ２９ 臨床あん摩マッサージ指圧学

地 域 保 健 理 療 と
保 健 理 療 経 営  ０  ０  ２  ２ 社会あん摩マッサージ指圧学

保 健 理 療 基 礎 実 習  ８  ８  ０ ２３ 実習
臨床実習保 健 理 療 臨 床 実 習  ０  ０  ７

上 記 の 各 科 目

総合領域保 健 理 療 情 報 活 用  ０  ０  ０  ０

課 題 研 究  ０  ０ １１ １１

小 計 １７ １９ ４２ ７８

総 合 的 な 探 求 の 時 間

特別活動（ホームルーム）

自 立 活 動

合 　 計 ５９ ５８ ５９ １７６

備考

・1 時間は 50 分、1 年は 35 週と設定

・1 単位は、大学設置基準に基づき、実習では 30 時間、それ以外の科目は 15 時間と設定

・保健理療情報活用 2 単位については、情報 2 単位で代替
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高　等　部　専攻科　理療科

教　　育　　課　　程

教　育　内　容
科　
　
　

目

単位数（大学設置基準）
第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

計

基
礎
分
野

保 健 体 育  １  １  ０  ２

科学的思考の基盤
人間と生活

情 報  ２  ０  ０  ２

公 民  ０  ２  ２  ４

外 国 語  ０  ０  ２  ２

国 語  ２  ２  ０  ４

小 計  ５  ５  ４ １４

専
門
基
礎
分
野

医 療 と 社 会  ２  ０  ２  ４ 保健医療福祉とあん摩マッサージ指圧、はり及びきゅうの理念

人 体 の 構 造 と 機 能 ２８  ２  ０ ３０ 人体の構造と機能

疾病の成り立ちと予防  ０ １４  ０ ３６
疾病の成り立ち、予防及び回復の促進

生 活 と 疾 病  ０ １１ １１

小 計 ３０ ２７ １３ ７０

専　

門　

科　

目

基 礎 理 療 学 １１  ０  ７ １８ 基礎あん摩マッサージ指圧学
基礎はり学　基礎きゅう学

臨 床 理 療 学  ０ １６  ９ ２５ 臨床あん摩マッサージ指圧学　
臨床はり学　臨床きゅう学

地域理療と理療経営  ０  ０  ２  ２ 社会あん摩マッサージ指圧学　
社会はり学　社会きゅう学

理 療 基 礎 実 習 １１ １０  ０ ３２ 実習
臨床実習理 療 臨 床 実 習  ０  ０ １１

臨 床 理 療 学  ０  ０  ４

１１ 総合領域理 療 情 報 活 用

課 題 研 究  ０  ０  ７

小 計 ２２ ２６ ４０ ８８

総 合 的 な 探 求 の 時 間

特別活動（ホームルーム）

自 立 活 動

合 　 計 ５７ ５８ ５７ １７２

備考

・1 時間は 50 分、1 年は 35 週と設定

・1 単位は、大学設置基準に基づき、実習では 30 時間、それ以外の科目は 15 時間と設定

・理療情報活用 2 単位については、情報 2 単位で代替
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令和３年度　授　業　時　刻　表

校 時 等 幼 小 学 部 中学部・普通科 専修部

職 員 連 絡 会 　８：２５～　８：３０

Ｓ 　 Ｔ 　８：４５～　８：５０ 　８：４０～　８：４５ 　８：４０～　８：４５

第 １ 校 時 　８：５０～　９：３５ 　８：４５～　９：３５ 　８：４５～　９：３５

第 ２ 校 時 　９：４５～１０：３０ 　９：４５～１０：３５ 　９：４５～１０：３５

中 休 み １０：３０～１０：４５ １０：３５～１０：４５ １０：３５～１０：４５

第 ３ 校 時 １０：４５～１１：３０ １０：４５～１１：３５ １０：４５～１１：３５

第 ４ 校 時 １１：３５～１２：２０ １１：４０～１２：３０ １１：４０～１２：３０

給 食 ・ 昼 休 み １２：２０～１３：２０ １２：３０～１３：１５ １２：３０～１３：１５

第 ５ 校 時 １３：２０～１４：０５ １３：１５～１４：０５ １３：１５～１４：０５

第 ６ 校 時 １４：１０～１４：５５ １４：１０～１５：００ １４：１５～１５：０５

Ｓ 　 Ｔ １４：５５～１５：００ １５：００～１５：０５

スクールバス １３：１０（早帰り）１５：１０（遅帰り）出発

＊専攻科理療科（木曜日）、第７校時　15：15～16：05

　下校完了時刻　夏期（５月～９月）17：30　　冬期（10月～４月）17：00（理療科17：30）

昨年度卒業生の進路先および過去５年間の中高部進路状況

１．昨年度卒業生の進路状況（令和３年６月１日現在）

学　　　部 進　　　路　　　先 男 女

幼稚部 本校小学部 １

小学部 該当生なし

中学部
本校高等部本科普通科 １

兵庫県立視覚特別支援学校高等部本科普通科 １

高等部本科普通科
筑波技術大学保健科学部保健学科
理学療法学専攻

１

高等部本科保健理療科 該当生なし

高等部専攻科保健理療科 就労継続支援Ａ型事業所「手わざ」ほぐし館 １

高等部専攻科理療科
筑波技術大学保健科学部保健学科
理学療法学専攻

１
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２．過去５年間の中高部進路状況（平成28年度～令和２年度）

学　　　部 進　　　路　　　先 男 女

中学部
本校高等部本科普通科
他校視覚特別支援学校　高等部音楽科
他校高等特別支援学校

４
１

４

１

高等部本科普通科

大学
本校高等部専攻科保健理療科
本校高等部専攻科理療科
就職
福祉施設（生活介護）
福祉施設（就労継続支援Ｂ型）
福祉施設（就労移行支援）
福祉施設（入所支援）

３

４
（１）
１
１

２
２
１

高等部本科保健理療科 該当生なし

高等部専攻科保健理療科

本校高等部専攻科理療科
介護ディサービス就職（機能訓練指導員）
就労継続支援 A型
在宅

３

１
２

１

高等部専攻科理療科

大学
治療院就職（理療）
ヘルスキーパー
訪問治療
介護ディサービス就職（機能訓練指導員）
在宅（開業準備含む）

１

１
１
５

１

３
１

２

３．まとめ

　（１�）普通科からの進路先として、就労と進学がある。しかし、障害の特性があり、就労が可能な職種が限定されてい

るという現実があるので、できる限り幅広い選択肢を提示できるように、生徒の希望や適性に応じた進路開拓を進

める必要がある。また、視覚障害の方で様々な職種で就労されている方に講演会や訪問等で直接出会ったり、進路

便り等で紹介したりすることで、幅広い選択肢を提示できるようにすることも課題である。

　（２�）福祉的就労希望者の進路先決定に向けて、1 年生から見学や体験を通じてイメージづくりを進め、2 年生での実習

を通して少しでも事業所の利用に慣れ、3 年生での進路先を決定できるように、計画的に取り組んでいく必要がある。

また、これらの取り組みが、受け入れ先に対して視覚障害を啓発することにもつながるため、できるだけ積極的に

訪問することが望まれる。

　（３�）理療関係の就職では、在宅高齢者への訪問治療の求人が多いが、個人宅や訪問先施設の居室での移動が困難なこ

とや、訪問先に自力での移動を要求される場合もあり、就労には結びつかないことが多い。また、特別養護老人ホー

ムや高齢者デイサービスでの機能訓練指導員としてのマッサージ業務や、大手企業でのヘルスキーパーなどの需要

が増える傾向にあるが、前者は晴眼者との競合があり、後者は希望者が多いため、ともに狭き門であるという状況

は変わらない。


